
 

学校改革推進課 

 

熊本市立幼稚園まなび創造プログラム（案）について 

 

１ これまでの検討状況 

 令和４年２月２４日 

定例教育委員会会議にて素案の協議 

 令和４年３月１５日 

  第一回定例会教育市民委員会にて素案の報告 

 令和４年３月１７日 

  パブリックコメントによる意見募集（～4/18） 

 

２ パブリックコメントの実施状況 

（１）意見募集期間 

  令和４年３月１７日～４月１８日 

（２）意見等の提出人数及び件数 

  計１４人、２０件 

  ※意見等のまとまりごとに集約した後の件数９件 

（３）意見等に対する対応の内訳 

【対応１（補足修正）】７件 

  ご意見を踏まえて素案を補足修正または追加記載したもの 

【対応２（既記載）】０件 

  既にご意見の趣旨、考え方を盛り込んでいる、あるいは同種の記載をしているもの 

【対応３（説明・理解）】２件 

市としての考えを説明し、ご理解いただくもの 

【対応４（事業参考）】０件 

素案には盛り込めないが、事業実施段階で考慮すべき事として今後の参考とするもの 

【対応５（その他）】０件 

素案に対する意見ではないが、意見として伺ったもの 

（４）意見等及びそれに対する本市の考え方 

  次ページ以降に記載 

 

３ 今後の予定 

 ・令和４年６月２０日～７月２１日パブリックコメント結果公表 

 ・令和４年６月定例教育委員会会議（6/23）にてプログラムの議決 
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様式第2号（第5条関係）別紙

項目 ページ ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳
第4章　プログラム推進に向
けた施策【施策１】魅力ある
幼児教育の実践

(1)「標準指導計画」の作成
【新規】

第4章　プログラム推進に向
けた施策【施策１】魅力ある
幼児教育の実践

(2)遊びを通しての総合的な
指導の充実
【拡充】

第4章　プログラム推進に向
けた施策【施策１】魅力ある
幼児教育の実践

（4）学級定員の見直し
【新規】

第4章　プログラム推進に向
けた施策【施策１】魅力ある
幼児教育の実践

【対応１（補
足修正）】

(7)職員研修の充実
【拡充】

第4章　プログラム推進に向
けた施策【施策２】特別支援
教育の充実

(1)ことばの教室の拡充
【拡充】

第4章　プログラム推進に向
けた施策【施策２】特別支援
教育の充実

(4)教育・福祉連携コーディ
ネーターの派遣
【新規】

21 　園庭探検やどろんこ遊びといった身近な自然
や文化との触れ合いに加え、熊本市動植物園や
動物愛護センターにおいて日常生活では触れ合
うことのできない状況の命に触れ合う機会を拡
充してはどうか。動植物園で珍しい動物を見る
だけではなく、野生動物の現状について学んだ
り、動物と触れ合ったり、自分で動物を飼育す
るために必要な知識を学ぶ機会を充実させるこ
とが必要。

　市立幼稚園では、身近な自然や文化との触れ
合いを通した直接的な体験の充実を目指してい
ます。ご提案にあるように、命に触れ合う機会
を通して、身近な動植物を命あるものとして心
を動かすカリキュラムの充実を図ります。
　そのため、本文中に「本市のもつ資源を最大
限に有効活用すること」、「動植物との触れ合
い」、「環境の配慮や指導の工夫」について追
記しました。

【対応１（補
足修正）】

提出されたご意見とそれに対する本市の考え方

20 　未来の予測が困難な時代に、今から時間を掛
けて検討・作成したものが２年後に有効である
とは限らない。先を見据えた計画も大事だが、
少しでも早く活用し実績を蓄積しながら、その
時に求められるものに対応していく方が、より
実効性があるのではないか。そのため、標準指
導計画の活用促進・普及啓発を１年前倒しにす
るべきではないか。

　表中の年度計画において、令和４年度は５歳
児の標準指導計画の作成に取り組み、令和５年
度に「標準指導計画」の配布・啓発を行うこと
を追記しました。
　また、５歳児の標準指導計画を受けて、４歳
児・３歳児の標準指導計画を作成していくこと
から、令和５年度に４歳児・３歳児の「標準指
導計画」の作成に取り組み、令和６年度に配
布・啓発を行うことを追記しました。

【対応１（補
足修正）】

23 　今回の定員数の変更に関しては賛成である。
現在、子どもが隈庄幼稚園の年中児である。今
年、年中児の人数が３５人になり熊本市の規定
で１クラスとなった。新型コロナウィルス対策
が急務の折、従来の１クラス３５人定員では密
になり過ぎ感染リスクが増す。「熊本市立幼稚
園まなび創造プログラム」の素案では、学級定
員の見直しについて、今年は検討、来年は見直
しとなっているが、今年から取り入れることは
できないのか。教育の質というより、先生の目
が十分に届かない状況は子どもの命に関わるこ
とだと思う。

　現在、隈庄幼稚園においては、他の市立幼稚
園と同様、３歳児定員を２０人、４歳児・５歳
児の定員を３５人としています。
　今年度４月から、小学校の勤務経験のある退
職教員を担任補助員として配置するとともに、
４歳児を２クラスに分け、学級担任をそれぞれ
に配置するなど学級運営の改善を図りました。
　更に令和５年度からは、市立幼稚園における
４歳児・５歳児の学級定員を３５人から２０～
２５人程度に見直し、子どもたちの育ちや実態
に即したきめ細かで柔軟な指導を実現してまい
ります。

【対応３（説
明・理解）】

26 　職員研修の充実は職員の資質・能力の向上が
期待できるが、その分職員の負担が増える。た
だ職員の負担を増やすだけでなく、その分きち
んと対価として給与で還元する必要があるので
はないか。

　教員の幼児理解や指導力向上など保育の質を
高めるために、最新の教育や専門知識を学ぶ機
会を確保していくことが重要と考えています。
　ICTを活用した研修等、教員の負担軽減を図り
ながら、研修内容の充実を行っていくことにつ
いて追記しました。また、あわせて職員体制の
充実（２２ページ）についても検討してまいり
ます。

27 　ことばの教室の拡充は良いと思う。長男の時
に申し込みをしたが、通うことは出来なかった
ので。

　ことばの教室については、ご指摘のとおり、
現状において、通級の希望があるにも関わらず
利用につながらない等の課題があります。
　今後は、通級による指導の対象者で、希望す
る全ての幼児を受け入れることができるよう指
導者を育成するとともに、市立幼稚園や小学校
の空き教室を活用した設置を行っていくこと等
により、拡充を図ってまいります。

【対応３（説
明・理解）】

30 　職員の高い専門性が必要であるから特別支援
学校経験教諭を派遣するとのことだが、特別支
援学校を経験するだけで本当に高い専門性を保
有することができるのか疑問である。ただ特別
支援学校での教育経験があるからという理由だ
けでなく、経験者の中からきちんと技術力のあ
る人材を選出し派遣するように留意していただ
きたい。

　ご指摘にありますとおり、教育・福祉連携
コーディネーターについては、単に特別支援学
校勤務経験があればよいというわけではなく、
高い専門性と指導力を兼ね備えた人材であるこ
とが求められています。
　そのため、本文中に、高い専門性と「指導力
を兼ね備えた」職員の配置を行っていくことを
追記しました。

【対応１（補
足修正）】
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様式第2号（第5条関係）別紙

項目 ページ ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳

提出されたご意見とそれに対する本市の考え方

第4章　プログラム推進に向
けた施策【施策４】家庭教育
支援等の充実

(2)スクールソーシャルワー
カー等の派遣
【新規】

第4章　プログラム推進に向
けた施策【施策４】家庭教育
支援等の充実

【対応１（補
足修正）】

(4)預かり保育・給食の継続
実施
【継続】

第4章　プログラム推進に向
けた施策【施策４】家庭教育
支援等の充実

【対応１（補
足修正）】

(4)預かり保育・給食の継続
実施
【継続】

【対応１（補
足修正）】

42 　現在、隈庄幼稚園に通園させ、時々預かり保
育も利用させてもらっているが、わずか小一時
間でも子どもを見てくれるシステムがあるだけ
で、子どもと同伴では厳しい（役所の）手続き
や、病院などに用がある親には大変ありがたい
（もちろん有償で全然構わない）。特別支援教
育の拡充、働いているお母さん達も増える等の
事もある。長期休暇における預かり保育の実施
について、ご一考いただければありがたい。こ
れからの時代、絶対必要なものと思う。
　また、給食の提供についても、親の味付けと
は異なる食事に子どもは新しい刺激を受けるで
あろう。また、弁当では難しい、郷土料理メ
ニューなどを提供することで食育の期待もでき
るのではないか。

　近年の核家族化、女性の社会進出等を背景と
して、預かり保育のニーズがますます高まって
います。今後は、民間への影響等を慎重に見極
めながら、長期休業中も含め、預かり保育の在
り方を検討してまいります。
　また、現在、隈庄幼稚園において実施してい
る給食については、月に１回程度、郷土食を取
り入れ、園児がより身近に実感をもって地域の
自然、食文化に触れる機会を提供しています。
　今後も同様に継続実施するとともに、園児の
健やかな心身の育成及び生涯を通じて望ましい
食生活を実践する態度を養うために、安全に美
味しく楽しい給食を提供し、郷土や食に関する
豊かな情報の提供に務めてまいります。
　そこで、「預かり保育の拡充」や「食育の推
進」等、多様化する子育て家庭への支援につい
て検討することを追記しました。

42 　私は、向山幼稚園の遊びや自然とのふれあい
を中心とした教育に引かれ、今年中学２年生に
なる長男を年中児クラスから通わせた。それか
ら次男・長女を通わせて卒園した。そして、職
場の小さな保育園に通わせていた第４子の次女
を今年の１月から向山幼稚園の年中児クラスに
通わせている。(私が第５子出産に伴う産休・育
休に入る為だったので、本来なら保育園に通わ
せるのが仕事復帰の際にはスムーズにいくと思
う。）次女には私の都合で１歳半から職場の小
さな保育園に行かせていたので、私の産休・育
休中は遊びを中心に身体を動かし、自然の移り
変わりも体験できる向山幼稚園に転園させて良
かったと思う。年長児クラスになるのを楽しみ
にしている。ただ、来年１月には時短での仕事
復帰をする予定でいる。そのため、幼稚園の現
在の延長保育の時間ではお迎えが間に合わない
ので、卒園間近で保育園への転園をするべき
か、複雑な思いがある。難しいかもしれない
が、隈庄幼稚園のように、１７時過ぎまで延長
保育が利用できると、働く親としては助かる。

　現在、向山幼稚園を含む市立幼稚園では、身
近な自然や文化との触れ合いを通した直接的な
体験の充実を目指した教育を推進しています。
　また、隈庄幼稚園を除く５園については、教
育時間終了後から１５時までの間について、預
かり保育を行っています。今後は、民間への影
響等を慎重に見極めながら、運用の改善を含
め、預かり保育の在り方を検討してまいりま
す。
 そこで、「預かり保育の拡充」等、多様化する
子育て家庭への支援について検討することを追
記しました。

40 　保護者への相談体制の充実のためには、児童
相談所や警察との連携が重要ではないか。起
こって欲しくはないが虐待やネグレクトは現在
の社会問題の一つでもある。最悪の事態も考慮
し普段から児童相談所や警察とも連携をしてお
けば、いざという時に素早い対処が可能とな
る。加えて、子どもの年齢が上がり中学・高校
となった時でも、幼い頃から児童相談所や警察
とも風通しの良い交流があれば、長い目で見た
場合の保護者が相談しやすい環境整備にも繋が
るのではないか。

　ご提案にあるように、関係機関との連携は非
常に重要であると考えており、現在において
も、児童相談所や県警等との連携に努めていま
す。
　更に、今年度から、県警におけるスクールサ
ポーターの巡回相談や、幼稚園へのスクール
ソーシャルワーカーの派遣により、当該幼児が
置かれた環境への働きかけや、ケース会議、支
援機関とのネットワークの構築を行う等、関係
機関とより緊密に連携を図っていくことについ
て追記しました。
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